
令和 8年度 第 2回 伊佐見小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和 8年 7月 14日（火） 9時 10分から 10時 20分まで 

２ 開 催 場 所  伊佐見小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  伊代田 尚志、古橋 廣一、嶋野 直輝（学校支援コーディネーター兼任）、

中村 勝信、山本 あすか、村上 昇市、加藤 吉隆、友田 理恵子 

４ 欠 席 委 員    村上 久美子（学校支援コーディネーター兼任）、小粥 裕理 

５ オブザーバー    鈴木 浩夫（伊佐見協働センター） 

６ 学校支援コーディネーター  新村 育枝 

７ 学 校  土屋 憲司（校長）、辻村 文美子（教頭）、本樫 亮介（教務主任）、 

間渕 仁美（ＣＳディレクター）  

８ 教育委員会  磯部 志保（学校・地域連携課） 

９ 傍 聴 者  なし 

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 間渕 仁美 

11 議長の選出 

  第 1回の協議会で決定した通り、山本委員が議長を務めることを確認した。 

12 協 議 事 項   

（１）学校評価アンケート➀をもとに、現時点における児童及び学校の課題を捉える。 

（２）課題から、どのように教育活動の充実を図るかを具体的に考える。 

13 会 議 記 録 

司会の辻村教頭から、委員総数 10人のうち 8人の出席があり、過半数に達しているため、会 

議が成立している旨の報告があった。 

 

（１）学校評価アンケート➀をもとに、現時点における児童及び学校の課題を捉える。 

本樫教務主任より、1学期の学校評価アンケートの結果と、協議したい課題について説明が

あった。 

 

課題：難しいことや不安なことに対して、失敗を恐れずに積極的にチャレンジしようとする

意識が低い。（自分の立てた目標に向かって、粘り強く努力しようとする姿勢に欠ける） 

 

（２）課題から、どのように教育活動の充実を図るかを具体的に考える。 

3つのグループに分かれて熟議を行い、課題に対して地域（Aグループ）、家庭（Bグループ）、

学校（Cグループ）で何ができるかを発表した。 

 

Aグループ：地域でできそうなこと 

（嶋野委員、中村委員、加藤委員、鈴木オブザーバー、土屋校長） 

   ・仲が良い人や顔見知りの前でなら失敗を恐れずにチャレンジできる。子供や地域の人が集

まる場所を作り、繋がりを作れば、チャレンジしやすい環境ができるのではないか。また、

顔見知りであれば、自然にあいさつもできるようになる。例えば、グラウンドは放課後に

児童が自由に使えるとのことなので、それを周知させて子供が集まる場所にし、その子供

たちに地域の人たちが声を掛けるようにすれば繋がりができるのではないか。 



 

   Bグループ：家庭でできそうなこと 

（古橋委員、友田委員、山本委員、新村オブザーバー、辻村教頭） 

   ・保護者や先生の評価が低いが子供たちはがんばっているので、子供が小さな目標からひと

つずつ達成する喜びを感じられるようにしてはどうか。子供のがんばりを保護者と学校で

情報共有できるとよい。また、保護者同士でも話し合う機会を作り、どのように子供と接

しているか情報共有できるとよい。一生懸命子供に向き合っていれば、今すぐに数字に表

れなくても、いい結果につながっていくのではないか。 

 

   Cグループ：学校でできそうなこと 

（伊代田委員、村上昇市委員、本樫教務主任） 

   ・「難しいことや不安なことにも、積極的にチャレンジしている」という項目が低いのは、

伊佐見小に限らず、無難さを求める社会全体の問題。多様性を認めるためにも、ひとりひ

とり、その子なりのチャレンジをほめることが自信になっていくのでは。失敗したことを

しかるのではなく、チャレンジしたことをほめるようにしたい。 

   ・目標を設定して計画を立てることがあまりできていない。評価は先生ではなく本人にさせ、

短いスパンで振り返って都度修正させて、目標を達成するためには何をするか、計画を立

てることを身につけさせたい。 

 

  グループとは別に、委員から以下の発言があった。 

 ・地域の大人がもっと子供と接触しなければいけない。地域のイベントを子供主体で行いた

いが、子供にやってほしいと言える大人がいない。我々大人も反省する点がある。（中村

委員） 

 ・他の人にどう思われるかを気にして、頑張っている人を素直にほめたり、あいさつしたり

できない大人が多い。近所の人と顔見知りになれば、万一の時に助け合えたりしてメリッ

トが多いので、繋がることを恥じない、ということを子供に見せたい。それが、この人に

ならいろいろ話せるという信頼につながっていくのではないか。（山本委員） 

 ・放課後に地区の公民館で子供を遊ばせているが、いいものはいい、ダメなものはダメ、と

言うようにしたり、会話を多くしたりするように心掛けている。（中村委員） 

  

14 報 告 事 項 

嶋野委員より、ボランティアの活動について報告があった。 

辻村教頭より、次回の協議会が12月15日に開催される旨の案内があった。 


